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国 Activ Financial 社は，FPGA を搭載した NIC 
(Network Interface Card)上に，CPU よりも遥か
に高速な市場情報受信機構(フィードハンドラ)を
組み込んだ製品を提供している．また，米国 JP 
































3.2 STP ツール 








































CPU アプリケーションを DRP 用に書き換えるだ
けでなく， 適化を行う必要がある． 適化にお
いて対象とするのは主に以下の三点である． 
・ スケジューリングに関する 適化 
・ リソース量に関する 適化 







・ 通常の CPU（表１．参照）を用いた，C ソース
コード・・・（１） 
・ DRP を用いた，（１）のプログラムを DRP 用に
書き換えた BDL コード・・・（２） 
・ DRP を用いた，（２）のプログラムに 適化を




 表２．ポートフォリオ分析    表３．オプション価格計算 
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